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1

節
統
計
的
操
作
と
計
測
結
果
に
依
る
生
產
面
數
の
再
考 

一

. 

,

..
㈠
統
計
的
操
作
の
概
要

•:
'

㈡計
測
結
果
か
ら
得
ら
れ
た
若
干
の
結
論
： 

. 

肩J.
:
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<
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の
函
數
の
經
濟
萆
的
說
明)

.

—
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.
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:
.
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.
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.

: 

.

、 

1
第
•
一

節

序

文

.
 

•.

㈠

.
生
產
構
造
の
把
握
方
法
と
し
て
投
入
產
出
間
の
純
粹
に
技
術
的
な
關
係 

の
測
定
が
製
請
さ
れ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
生
產
函
數
の
構
造
パ
ラ
メ
タ
を
よ
,
 

固
雜
的
な
も
の
と
し
て
.計
測
す
る
と
云

ぅ
こ
と
に
よ
つ
て
充
た
さ
れ
得
る
。
し 

:

y 

. 

か
る
に
從
入
產
出
の
關
係
が
本
來
、
ェ
學
的
な
技
術
工
程
の
結
合
と
し
て
出
現

苒
六
：，
'

:(

：三
六
六
>

.

尾

.

崎
 

巖

.
す
る
に
も
狗
ら
ず
、
.
經

濟

測

定

者

は

ァ

グ

リ

ゲ

ィ

テ

ィ

ブ

な

經

濟

變

#:
に
よ
つ 

て
こ
の
關
係
を
計
測
し
な
け
れ
ば
な
ら
.な
い
。’

こ

の

間

の

*

情

は

從

來

經

濟

學
 

の
分
野
で
與
件

C

技
術
條
件
.
の
一
定)

と
し
て
扱
わ
れ
て
來
た
生
產
函
數
を
ダ 

，グ
ラ
ス
が
初
め
て
測
定
す
る
に
當
り
、
1

‘投
入
と

.

資
本
役
入
の
生
■
に
及
ぽ 

す

效

果

C

生
產
性)

の
測
定
と
し
て
登
場
し
、
そ
の
i

所
得
と
資
本
所
得
間 

の
分
配
分
に
理
論
的
根
據
を
興
え
る

«

.に
依
つ
て
限
界
生
產
カ
說
の
妥
當
性
を 

檢
證
し
よ
ぅ
と
す
る
試
み
で
あ
つ
た
審
に
反
映
し
て
い
る
ぃ
。
こ
の
意
味
に
^
い 

て
經
濟
*

的
生
產
函
數
の
測
定
は
屢
的
に
.
投

^
,

具

と

衰

5 1 

よ
-り
.は
寧
ろ
、：®

^

1

^

-

~

^

^

1

生̂

產

性

^
|
^
.
ぬ

重

點

が

置
 

加
れ
て
來
た

'と
，考
え
ォ
よ
い
。

.
、
,

'
:

/■C 
註1
} 

c
f

〕 

ベ &
0

㈡

ダ
グ
ラ
ス
以
後
の
マ
ル
シ
ャ
ッ
ク
、
ク
ラ
イ
ン
、
チ
-
ネ
リ
ィ
等
に
依 

る
生
產
函
數
測
定
.の
發
展
は
、
何
れ
も
そ
の
構
造
.‘。ハ
ラ
メ
タ
を
よ
り
安
定
的 

(
自
律
的)

に
.把
-#
.す
る
こ
；と.に
よ
つ
，て
生
產l

Ĵu
a
を
明
ら
か
に
し
よ
ぅ
と
す 

'る
努
力
で
あ
つ
た
。
こ
の
方
向
は
ダ
•ダ
ラ
ス
初
期
の

 

一
#-
#
に
於
け
る
苴
視
的 

生
產
函
數
の
測
定
か
ら、
' 各
產
業
部
門
別
生
產
函
數
の
測
定
に
罾
展
す
る
一 

方
、
そ
の
測
定
方
法
に
於
い
て
は̂
量
罾
濟
學
㈣
才
法
の
飛
躍
的
な
罾
^
に
伴

っ
て
同
時
確
率
方
程
式
體
系
に
依
る
推
定
方
法
に
迄
發
展
す
る
が
、
こ
れ
等
は 

何
れ
も
經
濟
變
量
を
扱
う
事
に
.依
っ
て
可
能
な
限
り
自
律
的
な
構
造
係
數
を
獲 

得
し
よ
う
と
す
る
要
求
に
他
な
ら
な
か
つ
た。

,

闫

M
に
又
チ
モ
ネ
リ
イ
に
於
い
て
は
技
術
の
進
艰
をも
考
慮
し
な
け
れ
ば 

生
產
函
數
の
變
移
を
よ
り
自
律
的
に
説
明
す
る
こ
と
は
㈦
双
な
い
と
の
立
場
か 

ら
、

ァ
グ
リ

ゲ

イテ
ィ
ブ
な
經
濟
變
量

(

勞
働
、.資
本
、
原
料
等)

を
エ
學
的 

變

數(

硬
度
、
直
徑
等)

に
ま
で
分
解
し
て
、
經
濟
學
的
生
產
函
數
の
基
盤
に 

工
學
的
生
產
碗_
を
導
入
し
よ
う
と
す
る
靈
期
的
な
試
み
が
な
さ
れ
た
。

.卽
ち
生
產
函
數
め
よ
り
安
定
的
な
パ
ラ
メ
タ
を
計
測
す
る
爲
に
は
、
使
用
す 

る
經
濟
變
量
の
资
料

S

體
の
構
成
を
明
か
に
し
、.
そ
の
變
數
の
構
成
に
關
す
义 

變
動
耍
因
を
自
律
的
に
説
明
し
な
け
れ
ば
、
經
濟
變
量
間
の
相
互
關
係
を
安
定 

的
に
っ
か
む
こ
と
は
出
來
な
い
。
こ
の
チ
*
不
リ
イ
の
考
察
は
經
濟
測
定
者
の
硏 

究
對
稱
に
對
す
る
經_

*
ぼ
用
の
立
場
に
限
界
を
靈
す
る
と
同
時
に
、
.從
來 

.經
濟
變
量
間
の
相
關
關
係
の
有
無
の
み
を
扱
っ
て
來
た
經
濟
學
の

p

i
 

£
 

產
西
數
資
面
數
等)

の
意
味
に
.對
し
改
め
て
再
考
を
促
す
貢
献
を
な

(

し
た
。

例
え
ば
生
產
函
數
の
計
測
と
云
う
問
題
は
、
前
記
の
よ
う
に
何
れ
も
そ
の
構 

造
パ
ラ
メ
タ
を
よ
り
自
律
的
に
把
握
す
る
爲
の
努
力
で
あ
つ
た
け
れ
ど
も
、
こ 

れ
等
の
計
測
さ
れ
た
產
業
部
門
別
生
產
函
數
は
、
i

と
資
本
と
生
產
量
の
相 

關
關
係(

生
產
性
係
數
の
猹
得

)

の
み
を
意
圖
し
て
來
た
爲
に
、
そ
の
分
配
函 

數
と
し
て
の
役
割
を
除
い
て
、.

i
と
^
ホ
投
入
の
^

_

㈱へ
の
變
換
函
數
と 

し
て
の
意
味
は
極
め
て
稀
薄
で
あ
っ
た
。
チf不
リ
イ
の
エ
學
的
生
產
函
數
の 

發
場
と
、一

方
產
議
關
論
に
依
る
財
の
投
入-

H
i

出
自
體
の
關
係
を
分

&

す 

る
事
の
®
要
性
が
著
し
^

目
さ
れ
て
来
た
最
近
の
動
向
は
.、
改
め
て
生
產
函 

數
自
體
の
意
味
の
再
考
を
促
す
段
階
に
來
た
も
の
ど
沄
え
よ
う

。
：

.

經
濟
學
的
生
庳
面
數
の
計
測 

-

H

筆
者
は
先
に
.「

產
業
性
の
計
獨」
と
云
う
論
題
で
、
構
造
方
程
式
系
に 

依
る
產
業
生
藤
函
數
の
測
定
を
製
紙
產
業
の
資
料
に
依
つ
て
ボ
み
た
。

i

的 

な
計
測
目
的
の
一
つ
で
あ
る̂

^
と
資
本
の
輝
カ
性
係
數
に
關
し
て
は
#
双
よ 

り
も
安
定
的
な
パ
ラ
メ
タ
の
値
を
得
る
事
が
出
來
た
が
^
そ
の
際
前
記
論
文
に 

於
い
て
は
計
測
上
の
工
夫
の
爲
に
導
入
さ
れ
た
ス
'ケ
ィ
ル
フ
ァ
ン
ク
シ
ョゾ

の 

意
味
を
不
明
瞭
の
儘
に
殘
し
て
お
い
た
。
.ホ
_
は
員
體
的
に
こ
の
函
數
の
經
濟 

學
的
意
味
を
明
ら
か
に
し
、
併
わ
せ
て
そ
の
均
衡
檄
型
の
t

を
理
論
的
な
資 

本
と
議
の
相
對
價
格
の
値
の
導
出
か
ら
再
確
，認
.し
よ
う
と
思
う
。
こ
の
罾
ぼ
丨 

'に
於
い
て
.本
稿
は
前
論
文
の
續
篇
で
あ
る
が
、
前
稿
迄
の
生
產
函
數
自
體
の
意 

味
の
再
考
に
關
し
て
は
、
次
の
樣
な
點
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
第
一
に
眾
ー
方 

程
式
の
最
小
自
乘
法
適
用
に
依
る
生
產
菡
數
の
も
つ
意
味
に
對
し
て
、
我
々
の 

測
定
し
た
生
產
函
數
は
構
造
方
程
式
系
推
定
の
特
質
を
具
備
し
て
い
る
事
を
明 

ら
か
に
す
る
。：：第
一
一.に
こ
の
裏
は
i

M

t測
と
同
時
に
企
業
者
行
爲
の
確
認 

を
意
味
す
る
爲
、；：
模
型
の
檢
證
の
結
果
逆
に
理
論
的
市
場
賃
銀
率
及
び
市
場
複 

合
利
子
！-を
計
量
し
#

^
こ
と
と
な
る
。
箜
ー
一
に
經
濟
學
的
生
產
g
rn
>
し
て 

經
濟
變
量
の
相
瓦
關
係
を
計
測
し
た
爲
に
、
經
濟
變
量
自
體
の
內
容
變
動
に
關 

す
る
考
察
が
な.さ
れ
得
な
い
。へ
こ
の
事
は
、
ス
ケ
ィ
ル
フ
ァ
ン
ク
シ
3
ン
の
パ 

ラ
メ
タ
の
値
の
經
濟
學
的
說
明
ば
な
し
得
て
も
そ
の
自
律
的
變
動
を
説
明
し
得 

な
い
事
を
意
味
す
る
。
資
本
項
目
と
し
て
採
ら
れ
る
ア
グ
リ
ゲ
ィ
テ
ィ
ブ
な
變 

量
を
そ
の
構
成
要
因
迄
分
解
し
、
エ
學
的
生
產
函
數
的
に
考
察
さ
れ
な
け
れ
ば 

な
ら
な
い
理
由
で
あ
る-0
經
濟
學
的
生
產
函
數
の
計
測
分
野
、に
於
け
る
限
界
點

で

あ

ろ

う

と
思
わ
れ
る
。
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驻
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經
濟
學
的
生
產
西
數
と

H

學
.的
生
產
面
數
の
關
係
に
就
い
て
は
本
特 

集
小
尾
惠一

郞

氏「

生
產
構
造
の
計
測
と
與
件

」

に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い 

る
。
な
お
氏
は
水
力
發
電
部
門
に
於
い
て
、
獨
自
の

H

學
的
生
產
函
數
を
展 

開
さ
れ
て
い
る
。

(

独
5)

拙

稿「

產
業
生
產
性
の
計
測

」

三
田
學
會
誌
四
十
七
卷
十
二
號
。 

(

f

)

な
お
本
稿
の
展
開
に
關
し
て
は
、
辻
村
江
太
郎
氏
、
小
尾
惠
一
郎
氏 

，
か
ら
多
く
の
助
言
を
頂
い
た
。

第

一

一

節

生

產

画

數

測

定

に

關

す

る

模

型 

㈠
理
論
的
均
衡
模
型
㈧

.

經
濟
測
定
者
が
現
實
の
經
濟
變
量
の
資
料
を
用
い
て
經
濟
構
造
を
實
驗
し
ょ 

ぅ
と
す
る

場
合
、
第
一
に
な
す
べ
きこ
と
は
、

理
論
的
變
數
を
用
い
て
檢
證
さ 

’る
ベ
き
經
濟
構
造
模
型㈧
を
構
成
す
る
こ
と
で
あ
り
、
次
に
模
型㈧
內
の
斑
論

五
八

a

ニ
六
八〕

的
變
歟
と
■

さ
れ
た
變
數
を
對
決
さ
：せ
て
、
現
實
に
對
應
す
る
模
型
⑶
を
構 

成
す
る
爲
の
計
測
に
關
す
る
：工
夫
を
な
す
こ
と
で
あ
る

(

實
驗
計
誉)

。
經
濟 

觀
測
者
は
常
に
經
濟
行
動
の
主
體
者
で
は
な
い
故
に
、
經
濟
模
型

㈧
に
は
あ
ず 

.主
體
者
の
行
動
函
數
が
繳
り
込
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
構
造
方
程
式
系
に 

よ
る
推
定
の
第
一
の
本
質
が
ま
罾
漭
の
行
動
に
關
す
る
假
說
の
檢
定
に
あ
る
所 

以
で
あ
り
、.測
定
さ
れ
た
技
術
的
函
數

(

生
產
西
數 > 

の
パ
ラ
メ
タ
の
値
は
、
 

經
濟
主
體
者
_の
合
理
的
行
動
に
關
す
る
假
說
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら 

れ
、
兩
者
は
不
可
分
の
も
の
で
あ
る
。
こ

の

樣
に
し
て
測
定
さ
れ
た
生
產
函
數 

は
、凡
ゆ
る
規
模
の
企
業
に
共
通
の
、

と
資
本
の
生
產
に
對
す
る
貢
献
の
程 

度

(

投
入
I
產
出
關
係)

を
表
わ
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
之
を
以
て
直
ち
に
特 

定
の
企
業
者
が.

& 

ル
ぐ

い
る
企
業
自
體
の
生
產
關
係
で
ぁる 

と
斷
定
し
て
は
な
ら
な
い
。
各
企
業
者
は
現
實
に
は
恐
ら
く
多
年
の
經
驗
に
依 

っ
て
獨
自
の
.生
產
を
行
っ
て
い
る
。
然
し
あ
る
產
業
に
登
場
す
る
企
業
者
は
好 

む
と
好
ま
ざ
る
と
に
拘
ら
ず
、
そ
の
時
代
の
、
そ
の
社
會
に
現
存
す

る
技
術
的
條 

件
に
支
©
さ
れ
て
、
各
々
の
利
潤
極
大
行
爲
に
基
く
生
產
行
爲
を
行
う
。
っ
ま 

り
客
觀
的
な
生
產
條
件

(

生
產
面
數)

に
拘
束
さ
れ
て
い
る
。
.
こ
の
樣
な
意
味
で 

.吾
々
の
測
定
し
た
生
產
函
數
は
寧
ろ
そ
の
時
代
の
そ
の
產
業
に
於
い
て
生
產
者 

■行
動
を
規
制
す
る「

生
產
の
場」

と
呼
ぶ
こ
と
が
適
赏
で
あ
る
上
考
え
ら
れ
る
。

か
く
し
て多
く
の
企
業
者
の
動
き
か
ら
、
生
產
函
數
を
測
婼
し
よ
う
と
す
る 

同
時
確
率
方
程
式
體
系
の
意
味
が
明
瞭
と
な
る
と
同
時
に
、
生
產
の
場
の
意
味 

が
明
ら
か
と
な
つ
た
。

.
そ
こ
で
第
一
段
階
の
操
作
と
し
て
理
論
的
に
次
の
樣
な
內
部
均
衡
模
型

f
i 

說)

を
構
成
し
よ
う
。
以
下
理
論
變
數
と
は
各
企
業
を
通
じ
て
等
質
的
咀
っ
そ 

の
經
濟
量
を
完
全
に
代
表
す
る
變
數
で
あ
る
と
解
釋
し
、
小
文
字
で
表
わ
す
こ

1
I

$

y

I

I

I
rl

H

S-；

Y'J：
I；

li
j
h

ity
r
丨

；

i
ft
p

i

1
l

I

I

達

達

1
6

と
と
し
よ
ぅ
。

S

當
i

Ek
業
內
の
各
企
業
は只

一
種
の
等
質
的
な
生
產
物
ヴ
を
產
出
す
る 

的
各
企
業
は
制
度
的
與
件
或
は
該
，
M
業
內
の
競
爭
條
件
等
に
依
っ
て
大
規 

横
か
ら
小
規
模
に
亙
っ
て
あ
る
企
業
分
葙
を
構
成
し
て
お
り
、
各
々
は
何
等
か 

の
利
胸
極
大
行
爲
に
ょ
っ
て
旣
に
計
蠻
生
產
*
も
を
定
め
た
も
の
と

す
る
。

C

ヴ
は
外
生
變
數)

1 

㈧

&
里
の
生
產
達
成
の
爲
に
原
材
料m
と
1

量
-
と
資
本
投
入
量
ば
を 

費
用
極
小
原
理
に
ょ
っ
て
雇
用
す
る
。

(

原
材
料
は
假
り
に
生
産
量ヴ
に

比
例 

す
る
も
の
と

考
え
る
。)

㈡

-
と
ゴ
は
規
模
に
對
し
て
等
質
的
で
あ
る
か
ら
生
產
耍
素
市
場
に
は
勞 

働
の
價
格
忉(

賃
銀
率)

と
資
本
の
價
格
r (

後
述)

に
對
し
咖
一
定
な
る
理
論 

的
相
對
價
格
が
成
立
し
て
い
る
。

(

咖
は
外
生
變
數)

•

附
.
各
企
I

は
投
入
I
産
出
.の
技
術
的
條
件
に
制
約
さ
れて
い
る
が
、
こ 

の
關
係
を
對
數
線
型
で
近
似
す
る
。
等
質
の
性
質
か
ら
當
然
、
勞
働
と
資
本
の 

生
產
量
に
對
す
る
彈
力
性
の
和
は
一
で
あ
る
。 

以
上
は
次
吖
模
型㈧
に
ま
と
め
ら
れ
ょ
ぅ
。
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源
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 r

X

各
變
數
の
意
味
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

丨
に
就
い
て
は
各
規
模
の
企
業
を
通
じ
て
雇
用
さ
れ
た
勞
働
者
に
質
の
差
が

. 

な
い
。
つ
ま
り
學
歷
、
年
令
、
家
族
構
成
、
熟
練
の
程
僮
、
そ
の
他
の
一
切
の 

環
境
條
件
が
同
じ
で
あ
る
と
同
時
に
雇
用
者
側
に
於
い
て
も
勞
働
ー
單
位
に
對 

す
る
福
利M:

生
娛
樂
設
備
等
の
完
備
の
程
度
や
、
塔
務
管
理
の
狀
況
等
が
一
定
，
 

で
あ
る
と
云
ぅ
意
味
で
勞
働
は
等
質
的
で
あ
り
、
更
に
利
用
度
を
考
慮
し
て

­

の
單
位
は
勞
働
時
間
で
は. か
ら
れ
る
も

の

と
す
る
。
 

Wは
、
そ
の
樣
な
勞
働
一 

單
位
に
對
す
る
理
論
的
賃
銀
率
で
當
然
各
規
模
に
對
し
て
一
定
で
あ
る
。

.

次
に
^
は
資
本
投
入
量
を
表
わ
す
變
數
で
、
ク
ラ
ィ
ン
は
こ
f

を
結

果
的 

に
.見

.て

資

本
ス
ト
ッ
ク
の減
耗
分(depreciation)

と
同
一
で
あ
る
と
考
え 

た
。
今
規
模
別
に
見
て
各
企
業
が
、.そ
の
有
す
る
機
械
、
施
設
、
建
物
等
の
種 

類
、
或
は
耐
用
年
數
等
に
就
き
同
一
の
胄
ホ
砠
成
を
豸
す
る
と
苯
ぅ
意
味
で
等 

質
化
さ
れ
理
論
的
資
本ス
ト
ッ
ク
量
R*
を
保
有
し
、
同
時
に
そ
の
利
用
度
及 

び
新
資
本
投
下
部
分
の
舊
寶
本
投
下
部
分
に
對
す
る
比
率
も
同
一
で
あ
る
と
考 

え
ら
れ
る
時
に
は
、

s

c
z
=
a
2
*
R
*

な
る
關
係
式
が
成
立
七
、..資
本
の
減
耗
分
^
に
對
す
る
等
質
化
の
意
味
が
明
ら 

か
と
.な
る
。
同
時
に
、
於
を
暨
里
單
位
で
把
え
た
時
に
は
が
は
”

ー
萆
位
に
對 

す
る
減
耗
係
數
を
表
わ
し
て
い
る。

■ 

•
.

こ

の

樣

な

褊

耗

分</
一
 

單
位
に
對

す

る
理
論
的
市
場
償
格
を
r
と
す
れ
ば
、 

生
產
物1

單
位
を
產
出
す
る
た
め
に
要
す
る
原
材
料
費
を
除
い
た
費
用
は
、 

f
—
2
y
f
l
w
i
d
r

で
示
さ
れ
る
が
广
そ
の
中
办
は
⑷
式
を
用
い
て
、

..(5) 

...^r^=
0- 2*

R
*
.
r
=
R
*
A
a
2*
r
〉

:

經
濟
學
的
生
庫
西
數
のft
測
，

五
九
.
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.

《

は
等
質
化
さ
れ
た
固
定
資
本
ス
ト
ッ
ク
ー
舉
位
に
對
す
る
p
li
g

m
價
償 

却
費
を
與
え
、&
を
金
額
で
把
え
る
時
に
は
、
，
.資
本
利
子
率
と
考
え.
る

事-%
出 

来
る
。

一
方(5
)
式
の
左
邊
却
は
資
本
ス
ト
ッ
ク
於
か
ら
生
ず
る
減
耗
分
の
金
額 

表
示
で
あ
る
か
ら
、R*
の
一
定
比
？
#
分
を
i

し
た
時
の
修
理
費
、
檢
査
費
、 

運
轉
費
、
殘
り
を
遊
休
せ
し
む
る
爲
の
補I

等
を
含
め
た
補
填
投
資
總
額
を 

意
味
し
、
こ
の
樣
な
意
味
で
、?•
{!
!
體
は
飽
く
迄
資
本
ス
ト
ッ
ク
の
提
供
す
る 

資
本
用
役(

物
的
減
牦
分)

一
單
位
に
對
す
る
市
場
價
格
と
考
え
な
け
れ
ば
な 

ら
な
い
。
從
つ
て
借
入
資
本
と||
1
己
資
本
の
錯
雜
し
た
組
成
を
有
し
、
又
舊
械 

械
設
備
と
新
機
械
設
備
の
混
成
し
た
複
雜
な
現
實
の
資
本
構
造
に
對
し
て
は
、
 

夫
々
の
態
樣
に
應
じ
て
、

'

利
子
率
或
は
新W
資
本
i

部
分
に
對
す
る
運
轉
費 

及
び
そ
の
修
理
費
、
遊
休
部
分
に
對
す
る
婦
償
費
等
を
加
算
し
た
減
價
償
却
費 

等
の
複
合
し
た
內
容
を
表
わ
す'.
'(

祓
合
利
子)

も
の
と
考
え
ら
れ
、
之
等
の
資 

の
契
約
價
等
質
化
さ
れ
た
時
の
&
に
對
し
資
本
市
場
で
成
立
す
ベ
き
資
本
投
入 

本
紙
成
が
格
と
呼
ぶ
こ
と
が
出
来
よ
う。

,
S

各
企
業
に
對
す
る
生
產
量7
は
生
產
函
數(A

—
1
)

式
に
於
い
て
、
 

上
記
の
嫌
に
d
と
/
が
等
質
化
さ
れ
て
い
る
時
、
若
し
同
一
原
材
料
を
使
用
ず 

る
限
り
に
於
い
て
は
旣
に
等
質
化
さ
れ
て
い
る
事
に
留
意
し
て
お
こ
う

。

.

.的
さ
て
模
趣

㈧
は
以
上
の
樣
に
理
想
化
さ
れ
た
變
數
か
ら
構
成
さ
れ
て
い 

る
。
.に
も
拘
ら
ず
我
々
は̂
⑽
さ
る
ベ
き
實
在
と
し
て㈧
の
生
產
函
數
の
パ
ラ 

メ

タ
-ん
と
を
採
り
上
げ
、
或
は
又
#
に
對
應
す
る
企
業
の
費
用
極
小
行
爲
を 

檢
萣
し
よ
う
と
試
み
る
。
舰
察
變
數
の
資
料
を
使
い
乍
ら
”
⑽
の
.對
稱
は
模
型 

㈧
の
パ
ラ
メ
タ
で
あ
り
、
且.つ
よ
り
自
律
的
な
パ
ラ
メ
タ
値
の̂
得—

卽
ち 

よ
り
安
定
し
た
生
產
微
造
の
把
掘
と
云
う
要
請
を
、

g

の
測
定
に
依
つ
て
充
た

〇

(

三
七
〇)

そ
ぅ
と
考
え
る
の
で
あ
る
0"

(

次
節
の
模
型
㈣

と
こ
の
⑷
と
の
.關
係
は
後
に
詳 

し
くP

ベ
ら
れ
.る
0)

.
'
.
.

コ
觀
察
さ
る
べ
き
模
型
⑶
の
構
成

S

以

上

の

理

論

的

模

型

⑷

を
現
實
の
觀
察
可
能
な

變

數

を

用

い

て

計

測

す 

る
爲
に
は
、
，理
想
的
な
模

^

㈧

を̂

實

の

資

料

に

對
^

す

る

實

驗

模

型

⑶

に
紐 

變
.

え

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。：
何

故

な

ら

ば

模

型

㈧

に
用
い
ら
れ
た
等
質
的
な
理 

論

的

變

數

は

夫

々
現
實
に
は
規
摸
別

に

異

質

的

な

歡

響

を

受

け

た

資

料

と

じ

て 

實

現

す

る

に

も

拘

ら

ず

、
經

濟

測

定

者

は

常

に

實

驗

费

料

を

完

全

に

コ

.ン
ト
ロ 

丨

ル

し

得

る

も

の

で

は

な

い

か

ら

模

l i
(A

)

に
於
け
る
理
論
變
數
の
實
驗
値
を
得 

る

こ

と

が

出

来

な

い

。

そ
こ
で

n

察

變

數

を

理

論

的

變

數

に

變

畠

す

る

爲

の

種 

々
の
經_

m

的
双̂

を
#

.
f t

し
て
兩#

を

對
決
さ
せ
る
。

以
下
そ
の
方
法
と
檢 

定
の
手
段
に
就
い
て
■

述

べ

ょ

ぅ。

.

s

先
ず
勞
働
；
用
量〜

と
賃
銀
率
切
.に
就
い
て——

現
實
に
は
、
大
規
模 

企
業
は
小
規
模
企
業
ょ
、り
も
勞
働
需
要
に
際
し
て
、
勞
働
者
相
互
間
に
存
在
す 

る
質
■の
差
異
.の
中
、
優
秀
な
る
能
力
を
有
す
る
勞
働
者
を
自
己
企
業
に
雇
用
す 

る
爲
'の
努
力
を
爲
す
。’か
く
し
て
各
規
模®
に
福
利
瞑
生
、
娛
樂
施
設
の
完
備 

そ
の
他
の
實
i

與
等
の
狀
態
は
異
り
、
或
は
勞
務
管
理
の
狀
況
に
も
差
異
が 

存
在
し
ょ
ぅ
ゥ
こ
れ
等
のi

に
依
っ
て
大
規
模
と
小
規
模
の
企
業
に
雇
用
さ 

れ
た
勞
働
者
の
生
產
に
與
え
る
能
力
に.は
差
異
が
生
ず
る
。
し
か
る
に

〜

に
對 

す
る
資
料
と
t
で
は
規
模
別
に
は
工
場
統
計
表
に
依
る
規
横
別
從
業
卷
數
ぬ
し 

か
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
爲L
の
能
力
の
差
異
を
等
質
化
す
る
爲
に.

(6) 

z
u
/
L
P
v

lr
'

な
る
變
換
式
に
依
つ
て
規
模
別
等
質
化
函
數

>(

L)

を
未
知
の
函
數
と
し
て

導
入
し
た
。
こ
れ
に
對
應
し
て

こ
の
Z (

等
質
化
さ
れ
た
勞
働
睜
間
一
軍位) 

に
對
す
る
賃
銀
率§
は
、
現
實
に
i

市
爆
で
成
立
す
べ
き
各
企
業
毎
の
契
約 

賃

銀(

賞
物
給
與
そ
の
他
を
合
む

)

W
と
次
の
樣
な
關
係
に
あ
る
と
云
え
ょ 

う
。
(6
)
式
の
意
味
す
る
所
は
あ
る
規
横
企
業
の1,
人
の
勞
働
者
は
基
準
規
模
企 

業
の
雲
者
數
に
換
算
し.て
/
L
P

)

.倍
の
等
質
化
さ
れ
た
勞
働
者
に
.匹
敵
す 

る
。
從
っ
て
等
質
化
さ
れ
た
勞
働
量
に
對
し
て
は

(

/

L

9

Y

L

¥ 

.

な
る
'賃 

銀
支
f

額
を
得
る
。
か
く
し
て
現
實
のL
一
 

單
位
に
對
す
る
契
約
賃
銀W
と 

は 

•

3)

、
 

t
"
(
/
L
.
L
)
w
=
L
.
(
/
L
.
W
Y
L
.
^
W

.

(
e
r

 

.

.

.

 

f

ぐ

と
表
わ
す
こ
と
が
出
來
る
。
こ
こ
に
W
と
は
各
規
模
企
業
の
勞
働
者
一
單
位
に 

對
し
福
利
厚
生
費
そ
の
他
一
切
の
實t

興
を
も
加
箅
し
た
、
現
實
に
存
在
す 

ベ
き
答
の
理
論
的
契
約
賃
銀
で
あっ
て
、
各
規
模
に
對
して
は
^

力
の
差 

異
に
應
じ
て
異
る
事
が
理
解
さ
れ
ょ
う
。
(6
)
、
^

(6
/
を
通
じ
て
/
L

P

)

な
る 

等
質
化
函
數
の
有
す
る
意
味
が
明
ら
かと
な
っ
た
。(

資
料
と

し
て
评
の
値 

を
規
模
別
に
得
る
こ
と
は
出
來
な
い

。) 

.

H

次
に
資
木
投
入
量̂

と
そ
の
價
格
デ
に
就
い
て
述
べ
る
。
そ
れ
に
は
先 

ず
前
節
に
補
足
し
て
等
質
化
さ.れ
た
資
本
ス
ト
ッ
クR*
の
意
味
を
明
ら
か
に
し 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

i 

經
濟
學
的
諸
函
數
の
分
析
に
は
屢
々
必
然
的
に
ァ
グ
リ
ゲ
イ
テ
ィ
ブ
な
變
量 

を
取
扱
う
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
0
こ

こ
に
採
り
上
げ
ら
れ
る
ダ
グ
ラ
ス
生
產
函 

數
の
资
本
項
目
は
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
り
、

一
ロ
に
資
本
ス
ト
ッ
ク
と
呼 

稱
す
る
そ
の
內
綷
は
、
生
產
方
式
に
依
る
所
謂
生

ダ

i

x
程
の
結
合
、
新
舊

經
濟
學
的
生
庳
面
數
の
計
測

機
械
の
組
合
せ
、
稼
動
率
、
•：
施
設
建
I

の
老
朽
化
の
程
度
等
に
依
っ
て
^
ホ 

組
成
に
複
雜
な
差
異
を
も
た
ら
す
。
こ
の
樣
に
し
て
同
じ
一
千
萬
圓
の
資
本
金 

額
投
下
も
、
新
設
機
械
の
種
類
が
例
え
ば
材
料
に
異
種
類
.の
金
屬
を
用
い
、
或 

は

纪

働

化
.の
程
度
が
異
り
、
或
は
又
軸
や
パ
イ
プ
の
直
徑
等
の
異
る
事
に
依 

っ
て
.も
異
つ
た
生
產
性
を
示
す
こ
と
に
な
ろ
う
。

(

こ
の
方
向
が
エ
學
的
生
鹿
西 

數
.の
發
辰
を
要
請
した
こ
と

は

序
文
に
述
べ
た
。

)

に
も
拘
ら
ず
經
濟
學
的
生 

.產
函
數
は
そ
の
複
雜'な
組
成
に
對
す
る
資
本
項
目
に
'ア
グ
リ
ゲ
イ
テ
ィ
ブ
な
經 

濟
變
數
R
を
對
應
さ
せ
る
。R
の
望
ま
れ
る
_

は
、
そ
の
資
本
ス
ト
ッ
ク
に 

大
な
る
比
重
を
も
っ
て
、
全
體
を
よ
く
代
表
し
得
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な 

い
。
更
に
ア
グ
リ
ゲ
イ
テ
ィ
ブ
な
變
量
を
用
い
る
と
云
う
事
は
、
必
然
的
に
資 

本
項
目
を
そ
，の
變
數R
の
單
位
で
評
價
す
る
事
を.意
味
し
て
い
る
。(

ア
グ
リ 

ゲ
イ
テ
ィ
ブ
办
資
本
項
目
は
何
等
か
の
經
濟
變
暈
で
計
量
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら 

な
い
と
同
時
に
、
全
體
を
よ
く
代
表
す
る
變
量
な
ら
ば
ど
の
變
量
で
評
惯
し
て 

も
よ
い
で
あ
ろ
う"
例
え
ば
固
定
資
産
額
の
こ
と
も
あ
り
、
或
は
實
働
馬
力
數 

や
消
費
®
力
量
又
は
紐
績
に
於
け
る
錘
數
、
印
刷
業
に
於
け
る
印
刷
機
豪
數 

等
。

)

前
論
文
及
ぴ
本
稿
で
は
實
働
設
備
馬
カ
數
尺
を
工
場
統
計
表
よ
り
使
用 

し
た
。
っ
ま
り
資
本
の
投
入
量
及
び
そ
.の
規
模
別
の
異
質
性
を
馬
力
數
の
軍
位 

で
測
定
し
よ
う
と
試
み
た
事
に
な
る
。
こ
の
事
は
從
來
問
題
と
さ
れ
て
き
た
產 

業
內
生
產
函
數
の
測
定
に
於
け
る
勞
働
資
本
の
生
産
性
.(

た
と
.
i
計
測
に
影 

響
を
與
え
る
も
の
で
は
な
い
。

(

何
と
な
れ
ば
い
か
な
る
單
位
を
用
い
よ
う
と
も 

規
模
別
に
等
質
化
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

)

し
か
し
例
え
ば
紡
績
產
業
に 

於
い
て
實
働
馬
力
數
と
、
錘
數
を
別
に
用
い
た
場
合
で
は
、
■そ
の
規
模
の
特
性 

を
表
わ
す
規
模
函
數
の
パ
ラ
メ
タ
の
値
は
異
る
。
こ
の
事
は
生
産
性
係
數
た

. 

ゴ
の
.み
な
ら
ず
生
產
函
數
金
體
を
.產
業
間
で
比
較
す
る
時
に
特
に
注
意
さ
る
べ

' 

.

六1
(

三
七
一)

^



' 

き
で
.あ
ろ
う
。

l
iA
:
-';
.:
.

.」

さ
て
勞
働
項
目
に
於
い
て
基i

業
の
基
準
規
模
企
業
に
於
け
る
勞
働
時
間 

ね

,'
'

'

Z

で
は
か
っ
た
勞
働
投
入
量
を
理
論
變
數
と
し
て
撰
び
得
た
如
く
、
等
質
化
さ 

れ
た
理
論
的
資
本
ス
ト
ッ
ク
を
表
わ
す
變
數
於
が
存
在
す
る
と
考
え
、
が
か
ら 

j,

;;,
'

-
:

生
ず
る
資
本
用
役
の
投
入
量
を̂
、
rf
に
對
す
る
契
約
市
場
價
格
をr
と
ま
義 

I f
へ
,

し
ょ
う
.0(

若
し
勞
働
項
目
に
於
け
る/
の
如
く
、

こ
の
£
が
全
產
業
に
共
通 

:■'
'

'

の
も
の
と
し
て
存
在
す
る
な
ら
ば
、d
に
對
す
る
債
格?*
も
亦
W
と
同
樣
全
產- 

I

',;

業
に
共
通
の
性
格
を
も
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

)

直
ち
に
次
の
關
係
式
が
成
立
ち
、

5 

(4)

|ド

. 

.

.%

は
理
論
的
減
耗
係
數
で
あ
る
。
さ
て
現
實
に
得
ら
れ
た
資
料
は
規
模
別
實
馬 

『

..：：:

カ
數
R
で
あ
っ
た
爲
、
&
及
び
ば
に
只
を
變
換
す
る
式
を
次
の
樣
に
導
入
し
ょ

一‘

.

ぅ
。 

.

.
，

(7
)  

r
*

=
/

r
*

(
r

v
r

 

、

(8) 

•.♦A
=
0
2
*
>
*
(
R
)
.
；R
=
/
R
(
R
)
.
R

 

<
i
L
a
2
*
/
R
*
(
K
)
=
>
(
R
)

⑴
式
に
於
い
て
^
な
る
函
數
は
設
備
馬
カ
數
ハ
若
し
く
は
他
の
資
本
項
目
資
料

)

-■
が
ど
の
樣
な
關
係
で
ど
の
程
度
に
理
論
的
變
數
R*
を
表
わ
し
て
い
る
か
■の
規
模 

別
特
性
を
示
し
、(8
)
式
に
於
け
る/1
1
は
實
馬
カ
數
で
表
わ
さ
れ
た
資
本
ス
ト
ッ 

ク
の
資
本
用
役
投
入
量
^
に
對
す
る
ス
ト
ッ
ク
丨
フ
ロ
ー
の
關
係
を
含
め
て
の 

關
係
を
示
す
。
費

用n
u
l
w

十d
r

に
於
け
る
資
本
項
目
に
關
し
て
は
、

一
 

(9) 

<
i
r
=
(
/
R
.
B
.
)
r
=
R
A
/
R
.
r
)

一
：
：
.
；

 

友

る
: ^

に
依
つ
て
、
實

馬

力

數
11
で
表
ゎ
さ
办
た
當
該
澳
模
企
業
の
.資
本
ス
ト

:
-
へ

,

.

.
:
六
--
*1

(

三
七
：
 
一
 D

ッ
ク
.に
對
す
る
現
實
の
契
約
市
場
價
格
：

(

理
論
的
減
價
償
却
費

〉

は

(

>

A
 

•に
依
つ
て
與
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
事
は
、
⑷
式

a
=
o
c
*
R
*

 

と
⑶
式
の
此
較
か
ら
直
ち
に
觀
察
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
.

S

上
記
考
察
か
ら
生
產
函
數
に
入
る
諸
要
素
の
理
論
的
變
數
と
觀
察
變
數 

の
關
係
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
等
質
化
さ
れ
た
生
産
量
ヴ
に
對
し
て
は
、
赂
滿 

足
す
べ
き
生
產
金
額
資
料Q
が
工
場
統
計
表
か
ら
得
ら
れ
る
。
.
Q
に
對
す
る
規 

摸
別
の
等
質
化
は
規
模
別
に
同
一
原
料
を
用
.い
る
限
り
生
產
函
數
の
要
素
項
目 

(

勞
働
•
資
本〉

の
等
質
化
に
依
っ
て
旣
に
完
了
し
て
い
る
事
は
云
う
造
も
な

oヽ
I

こ
の
樣
に
生
產
函
數
を
全
產
業
相
互
間
の
關
係
で
把
ぇ
-^
う
と
す
れ
ば
、
必 

然
的
に
使
用
す
る
資
料
の
單
位
が
醒
と
な
る
。
若
し
基
謹
業
の
基
準
規
模 

に
於
け
る
企
業
の
勞
働
及
び
資
本
ー
單
位
を
標
準
と
し
て
等
質
化
し
、
そ
れ
等 

を
全
產
業
に
及
ぼ
し
て
同
一
の
單
位

(

例
ぇ
ば
、
實
働
勞
働
時
間
.
實
働
設
備 

馬
力
數)

で
測
定
す
れ
ば
得
ら
れ
た
計
測
結
果
は
-
!
を
も
含
め
て
產
業
間
で
同 

•一
 

に
考
察
し
得
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
し
か
し
本
稿
で
の
論
議
は
產
業
內
生
產
函 

數
の
論
議
が
中
心
で
あ
る
か
ら
問
題
は
起
ら
な
い
。
.

0
さ
て
觀
察
さ
る
べ
き模
塑
(B
)
を
構
成
す
る
爲
、
次
の
樣
な
現
實
の
企
業 

者
行
動
の
假
說
を
考
察
し
よ
う
。

,
各
生
產
者
が
何
等
か
の
理
由
に
依
っ
て
生
產
量
9
を
計
畫
し
、

Q (

S

を 

產
出
す
る
爲
に
は
等
質
化
さ
れ
た
勞
働
量

〜

及
び
資
本
投
入
量
^
を
費
用
極
小 

行
爲
に
依
っ
て
雇
用
す
る
も
の
と
す
る
。
勞
働
市
場
、
資
^
^
場
に
は
夫
々
切 

及
び
?*
が
現
實
の
契
約
價
格
と
し
て
存
在
し
、
企
業
者
は
意
識
す
る
と
否
と
に 

拘
ら
ず
こ
の
現
存
す
る
相
對M
格
-
に̂
^
し
て〜

と
^
を
撰
擇
す
る
。
.雇
用
さ 

れ
た
-
と
ば
は
夫
ネ
企
業
者
の
各
規
模
狄
應
じ
て
⑶
式
の
變
換
に
依
り
ム
人
の

第 1 圖
生庳のストラクチュア⑴

fncnD

i 規模企業に雇用された 

勞働者數 

L f と實馬力數Ri

l-tl̂o — I

1
用
者
と
^
な
る
實
馬
カ
數
と
な
つ
て
實
現
す
る
で
あ
ろ
ぅ
。
こ
の
事
は
模

10 

(B
)
及
び
第
1
圖
に
依
っ
て
示
さ
れ
る。
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f c
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蔷

hf
费

つ

(

>
.
R)

r 

/

■ハ

B
—
2
)

の
定
羡
及
び(B

I
S
)

のb
e
h
a
v
i
o
r

に
關
す
る
假
說
の
妥
當
性 

.
經
濟
學
的
生
產
商
數
の
計
測
：

に
就
い'

て
は
再
び
異
つ
た
觀
點
か
ら
次
項
で
說
明
さ
れ
る

。■

H

さ

て

均

衡

模

塑
(B

)

に
於
け
る
生
産
者
行
爲
を
次
の
樣
に
も
解
釋
し
得
る 

こ

と

を

示

そ

ぅ

(

次

頁

第
2
圖)

。

.

今
現
實
の
勞
働
及
び
資
.

場
に
於
い
て
各
規
模
毎
に
夫
々
異
っ
た
契
約
赁 

銀
I
及
び
契
約
資
本
價
格

(

利
子
率)

m
が
成
立
し
てお
り

、

各
企
業
者
は
各 

自
.の
計
靈
生
產
量
に
對
靡
し
て
自
己
の
企
業
に
相
應
す
る
質
の
異
っ
た
勞
働

4 

と
實
馬
カ
數
队
で
代
表
さ
れ
る
資
本
ス
ト
ッ
ク
を
撰
擇
す
る
。

生
產
函
數
は
不
變
で
あ
る
が
各
規
模
毎
に
勞
働
と
資
本
の
相
對
償
格
は 

w
,
/
p

ぞ
と
な
り
，、
次
の
內
部
均
衡
模
型£
が
考
え
ら
れ
る
。

、(

B
r
l

)

<o
=
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/
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"
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I
n
o 向
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T
Z
H
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l
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o
r
,

C
B
、

--
-

-
-
--
u
n
-
-

つ

ど

r
w
, 

R
r

F
W

し
か
る
に
阶
、
⑶
の
雨
式
ょ
り
矣

=
/
L
.
W
,

 

F
K
=
/
R
.
r

を
考
え
れ
ば 

S

r

2

)

式
は 

i
!
"
L
.
/
L
*
g
+
R
.
/
R
.
r

 

と
な
り
、
e
r
3
> 

式
は

J~~

^~

.
I
N*>
:
d h
-

と
な
つ
て
、
結
局
攻
は

^
と
同
ー
の
も
の
にiMrs.

• 

p
p
w 

/
R
r
R
.
r

 

(
.
(
.

す

る

模

型

⑶
に
於
い
て
'
等
質
化
さ
れ
た
勞
働

〜

.と
資
本
用
役
^
を
撰
擇
す

る
と
云
ぅ
生
產
者
行
爲
の
公
準
の
意
味
は
こ
こ
に
述
べ
ら
れ
た
⑶
模
型
の
現
實

的
な
行
爲
と
同
，一
の
も
の
と
な
り
、
こ
れ
で
第
1
圖
と
第
2
圖
の
關
係
が
明
ら

--

か
に
な
つ
た
も
の
と
思
わ
れ
石
。
：
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1
.
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一

田

學

會

雜

誌

第

四

十

九

卷
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五

號

四

(

三
.

七
：四)

圖

突馬力数

a
i
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氕
匍
考
敎

R YQ = 6(ル L))
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系
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け
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第 一 表  

Scale Fu n ctio nの パ ラ メ タ の 測 定 値

製 紙 生 糸 綿 織 物

昭羽i 6 年：
si

0.536
s2

-0 .0 6 6
«1

0.055
// 7 ]̂£ 0.595 -0 .0 6 6 0.086

" 8 部 0.629 一 0.108 0.092

// 9 年 0.642 —0.040 0.041

〃 10年 0.543 —0.118 0.071

" 11年 ----- . 0.188

I 

3 

4
 

o

I

I
 

S 2
0.
o

-

0.309

0.334

0.327

Si
0.192 — 0上 

0.206 0.035+

0.390 0.216

0.226 0.121

0.188 0.053

0.1*78 0.076

(气製紙11-年は豫测検定に使用された爲，SiS2 を導出しなかづた）
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こ
の
方
法
を
、
製
：
 

紙
、
生
糸
、
綿
織
物 

の
I

業
に
適
用
し 

て
得
ら
れ
た
結
果
を 

第
一
表
に
示
そ
ぅ
。

S1
と
S2
は
各
產
業 

內
に
於
け
る
規
模
別 

企
業
の
質
の
差
を
表 

わ
し
て
い
る
。
そ
の 

中
、
勞
働
の
質
の
差 

が
51

で
示
さ
れ
、
製 

紙
に
於
い
て
は
大
規 

模
企
業
と
小
規
ー
企 

業
の
格
差
は
烈
し 

く
、
次
い
で
綿
織
、
 

生
糸
の
順
に
な
っ
て 

お
り
、
生
糸
に
至
づ 

て
は
、
規
模
間
に
殆

ど
そ
の
差
が
少
な
い
。
產
業
別
の
特
性
に
依
っ
て
生
糸
で
は
勞
働

(

特
に
女
工 

の
影
響)

が
殆
ど
同
種
の
職
種
に
激
っ
，て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
S2
は
設 

備
馬
力
數
尺
が
ど
の
程
度
等
質
化
さ
れ
た
於
を
代
表
し
て
い
る
か
を
示
し
、
零 

に
近
い
程
、
資
本
を
ょ
く
代
表
し
て
い
る
。S2
は
製
紙
が
最
も
小
さ
く
、
次
い 

で
錦
織
、
生
糸
の
順
に
大
き
く
な
り
、
製
紙
で
は
實
馬
カ
數
が
ょ
く
把
を
代
表
， し

、
生
糸
で
は
實
馬
カ
數
が
於
を
代
表
し
て
い
な
い
と
い
ぅ
測
度
は
そ
の
製
造 

エ
程
に
陕
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
ぅ
。

㈡
計
測
結
果
か
ら
得
ら
れ
た
若
干
の
結
論

三
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に
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け
る
計
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結
果
は.
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な
る
函
數
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。
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の
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は
そ
れ
等
の
各
々
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就
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考
察
を
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め
た
い
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L

i
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質
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同
時
に
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に
化
む
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え
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と
、
市
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傲
格 

に
格
差
を
附
與
す
る
と

1K

ぅ
一
一
重
的
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格
を
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つ
て
い
る
事
に
留
意
し
て
お
か 

ね
ば
な
ら
ぬ
。
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乙
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賃
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(6
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^

な
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っ
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現
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っ
て
、
勞
働
の
規
模
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九
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業
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賃
銀
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論
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す
る
。
三
產
業
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就
い
て
昭
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年
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け
る

O
W
L
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——

つ
ま
り
產 

.
業
內
賃
銀
格
差
の
理
論
値
を
例
示
す
れ
ば
第
3

圖(

次
頁)

の
如
く
な
っ
た
。
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の
W
は
當
然
名
g
賃
銀
の
他
に
實
物
給
與
の
實
質
額
を
加
算
さ
れ
た
値
に
對
應 

す
る
理
論
値
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い.0

第
3
圖
か
ら
製
紙
產
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い
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大
規
模
小
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大
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く
、
之
が
契
約
賃
銀
路
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ら
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規
模
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の
な
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け
る
計
測
結
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一
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く
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つ
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製
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i
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產
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に
於
け
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約
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”

.
負
値
はg

式
か
ら
、
 

設
備
馬
力
數
が
規
模 

別
に
見
て
等
質
的
な
，
 

^

R*
に
對
し
過
大
に
評 

<

、

價されすぎた指數 
,

で
あ
る
事
を
示
す
。
.

L

r
 

(

第
4
圖
、
第
5
圖) 

P

.

第
4
圖
は
S1
が
正
、

S2
が
負
の
例
え
ば
製

三田學會雜銶第四十九卷第五號

紙
產
業
に
於
け
る
圖
示
で
あ
っ
て
、
基
準
企
業
に
對
し
一
〇
〇
倍
の
生
產
量
9 

を
計
齋
し
た
大
企
業
は
、

一
〇
〇
倍
の
{
と(/
を
必
耍
と
す
る
が
、
1

能
カ 

の
差
異
は 

一
0
〇
倍
の
/
に
對
し
九
〇
倍
の
.
^
の
雇
用
で
以
て
足
り
、

一

0
0 

倍
の
於
に
對
し
て
は
、
實
馬
カ
數
で
は
一
一
〇
倍
で
表
現
さ
れ
る
事
を
示
し
て 

い
る
。

又
第
5
閫
は
S2
の
値
が
1
に
近
づ
く
程
撰
ば
れ
&

數

(

實
馬
力
数)

JR
-が 

そ
の
產
業
內
の
規
模
に
對
し
よ
く
等
質
化
さ
れ
て
い
る
事
を
示
す
。

六
八

c

三
七
八)

.

.

，.

し
か
し>

、
眞
の.

資

本

ス

ト

，
ッ

ク

R*
は

何

等

か

の

經

囊

量

で

杷

え

ら

れ

な

け 

れ
ば
な
ら
な
：い
事
を
考
え
れ
ば
、
產

業

內

規

模

別

：

1
^

を
活
す
指
標
と
し
て
は 

實

働

設|

1
1
8カ

數

只

ゆ

尺

度

に

依

る

f
R

 =

 a
2B
^

の
函
數
型
自
蹬
を
以
て 

P

察

す

る

よ

り

他

に

手

段

は

な

い

0 .

.

さ
て
⑷
式
に
於
い
で

〜

は
暨
里
的
減
®

數

を

示

し

は

於
 

の
單
位
に
於
い
て
特
に
ス
ト
ッ
クR *
の
耐
用
年

限

を

示

し

て

-
い

る

も

の

と

云

え
 

よ
う
。
こ
の
事
’
を

<
f
=
/
R
.
R

の
式
で
一K

え
ば
、
/K
は
賓
馬
力
數
で
計
ら
れ 

た
資
本
ス
ト
ック
R
の
減
耗
係
數
を
示
す
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
更
に
(7
)
式
に 

於
い
て
成
立
し
た
令

=
0
2
*
R
*
=
R
*
(
a
2
*
r
)

の
式
は
次
式
の
様
な^

を

と
 

る

。
 

.

.

.

.

. 

.

(10) 

.
 c

?
r
=
c
/
R
.
R
v
r
=
R
.
C
/
E
*
r
)

|
を̂
£
と

置

け

ば
PR
は
賓
馬
力
數
單
位
で
計
ら
れ
た
資
本
ー
眾
位
の
理
論
的
' 

償
却
費
を
示
し
、
同
時
に
尽
ー
單
位
を
保
有
す
る
爲
の
、
運
轉
費
、
修
理
費
等 

一
切
の
費
甩(

ヶ
ィ
ン
ズ
の
使
用
者
費
用

)

を
示
す
も
の
と
云
え
よ
う。•

㈧
導
出
さ
れ
た
咖
の
計
測
値
に
就
い
て

：

ス
ト
ラ
ク
チ
エ
ア(B

丨I)

の

H
o
&
o
e
A 

f
o
r
m

 e
q
u
a
t
i
§

 

(
B

丨II
)

に 

於

い

て

^
"ぎ

1ダ

:-
A

”
.
;^
:1
. 

■
な
る
式
が
觀
測
さ
れ
得
る
0
こ
の 

厶
と
5
の
麗
値
に
得
ら
れ
た
た
と
，ゴ
の
値
を
代
入
し
、
基
準
年
度
の
&
を

1 

と
す
れ
ば
6
よ
り
~
4、
更
に
A
よ
り
^
の
基
準
年
度
に
對
す
る
時
系
列
値
をm 

出
す
る
事
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
製
紙
產
業
に
於
け
る
'
!、f

の
値
は
第
二
表 

(

次
頁)

の
如
く
で
あ
っ
た
。
こ
の
叻
の
計
測
値
は
、
當
該
產
業
內
に
於
い
て
は

!/
«■ 

の
比
が
時
系
列
に
對
し
制
度
的
に
一
定
し
て
い
る
も
の
と
假
定
さ
れ
て
得
ら
れ 

た
も
の
で
あ
る
が
、
若
し
こ
の
假
定
が
正
し
い

(

近
似
的
に
成
立
す
る

)

と
み
ら

第二表 

製紙產業に於け 

る â lâ  wlr<o 

計 測 値

aifch

7823

.000

.790
,428
,743
919

昭 6 年 

// 7 年 

" 8 年 

" 9 年 

" 1 0年

れ
る
限
り
、
勞
働 

と
資
本
の
市
場
に■ 

現
存
す
る
理
論
的 

相
對
價
格
で
あ
る 

と
名
付
け
て
度
い 

で
あ
ろ
ぅ
。

'

«1
は
規
横
別
に
對
す
る
勞
働
時
間

(

利
用
度)

の
差
異
に
依
っ
て
影
響さ 

れ
、
«-
2
は
又
設
備
馬
力
數
の
資
本
紙
成
に
對
ず
る
時
系
列
的
變
化
、
操

f

、 

機
械
設
備
の
，不
均
衡
的
老
朽
化
過
程
度
'に
依
り
影
響
を
蒙
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

し
か
し
、
，一
般
に
ア
グ
リ
ゲ
ィ
テ
ィ
ブ
な
經
濟
變
量
を
資
料
と
し
て
用
い
る
限 

り
、
規
模
双
趴
の
パ
ラ
メ
タ«I
a2
SI
S2
の
自
律
的
變
動
を
説
明
す
る
事
は
出
來 

な
い
。
こ
の
點
を
明
ら
か
に
す
る
爲
に
は
資
本
項
目
を
更
に
分
解
し
、

.各
プU 

.セ
ス
每
の
段
階
に
於
い'てH

學
的
變
數
を
用
い
、
资
本
項
目
の
内
容
を
明
ら
か 

に
す
る
事
を
必
要
と
す
る
。
こ
れ
が
エ
學
的
生
產
函
數
の
重
要
性
'の
存
す
る
理 

由
で
お
っ
て
、
經
濟
學
的
生
產
函
數
の
測
定
に
於
い
て
は
、
各
時
點
に
っ
い
.て 

得
ら
れ
た
81
82
或
は
«-
1
«2
.の
値
か
ら
逆
に
そ
の
時
點
に
於
け
る8

遣
の
規 

模
別
特
性
を
計
量
的
に
し
得
る
と

^
ぅ
段
階
に
.留
ま
る
。

と
：も
あ
れ1/

«

一
定
の
假
定
の
下
で
は
あ
る
が
、
我
々
は
咖
の
.理
論
値
系
列
を 

得
た
。
,.
.こ
の
値
は
#
產
業
間
に
就
い
て
理
論
的
に
は
同
一
の
も
の
で
な
け
れ
ば 

な
ら
^
い
。
各
產
i

r

aの
獨
立
的
觀
測
か
ら
各
自
得
ら
れ
た
咖
を
比
較
す
る 

事
に
依
っ
て
、
我
々
は
生
產
！

1

徽
の
パ
ラ
メ
タ
の安
定
性
の
み
な
ら
ず
、
企
業 

の

窗

均

衡

：の
モ
デ
ル
商
摩
の.荏
鹿
：を
確
認
し
得
今
產
業
部
£
:
別
內
部
均
衡
厂 

の
モ
デ
ル
は
、.そ
の
外
生
變
數
を
媒
介
と
し
て
、
產
業
相
互
間
の
關
係
に
迄
擴
. 

張
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な.い
。
w r
の
計
測
ば
、.こ
の
方
向
に
一
っ
の
示
唆
を
與

•

鯉

濟

學

的

坐

產

西

數

の

訐

測,

え
得

る

も

の

と
信
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

 

.

(

註
7 )

こ

れ

は

年
度
每
の

redu
c
e
d

 f
o
r
m

 p
o
r
s
w
e
t
o
H

を
測
定
し
た
上 

で
そ
れ
等
の
推
定値
を

時
系
列
に
並
べ
る
靡
に
依
っ
て
構
造パ
ラ
メ
タ
を
推 

定
す
る
方
法
で
あ
る
。
こ
の
方
法
は
、
辻
村
江
太
郎
氏

「
習
慣
形
成」

經
濟
硏
究 

五
卷
四
.號
に
於
け
る
消
費
構
造
の
計
測
か
ら
示
唆
を
受
け
たも
の
で
あ
る
。

結

語

ダグラス函數の測定に對して、勞働と資
本に關す
 

る
ス
ケ
ィ
ル
”フ
ァ
ゾ
ク
シ
ョ
ン
の
意
味
は
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
ぅ
。
然
し
之 

等
は
產
業
办
生
產
函
數
と
も
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
未
だ
投
入

L
産
出
の 

構
造
關
係
を
完
全
に
表
わ
し
て
い
る
と
は

1K

え
な
い
。
そ
れ
に
は
從
來
し
わ
寄 

せ
項
と
し
て
そ
め
經
濟
學
的
意
味
が
抹
殺
さ
れ
て
來
た
常
數
項
&
を
幾
っ
か
の 

!i
造
係
數
め
結
合
項
に
分
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
事
は
原
材
料
項
目 

の
隞
表
的
導
入.に
依
っ
て
な
さ
れ
る
が
、
こ
れ
に
依
っ
て
序
文
に
述
べ
た
生
產 

.

函
數
の
投
入
i

出
關
係
自
體
の
意
味
が
明
ら
か
と
な
る
で
あ
ろ
ぅ
。
規
模
別 

原
材
料
項
目
の
資
料
缺
除
か
ら
こ
の
點
に
關
し
て
は
未
だ
計
測
を
行
っ
て
い
.な 

い
。.筆
者
に
ょ
り
今
後
に
残
さ
れ
た
課
題
の
一
っ
で
あ
る
。
■

本
稿
で
は
||
|
造
カ
程
式
^
に
依
る
構
51
パ
ラ
メ

タ

の
安

定

的

自

罾

へ
の
豸
カ 

は
同
時
に
經
濟lfr
.動
者
の
：合
理
的
行
動
自
體
の
確
認
を
意
味
す
る
事
が
强
調
さ 

れ
た
。
内
部
均
衡
の
模
型
は
そ
の
外
生
變
數
を
媒
介
と
し
て
模
型
相
互
の
關
係 

に
迄
擴
張
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
計
測
の
結
果
理
論
的
に
導
出
さ
れ
た
咖 

の
：
確

認

は

、
.

：產
業
相
瓦
間
の
關
速
に
我
々
の
，横
型
を
擴
張
す
る
緖
ロ
を
開
く
と 

同
時
に
、
賃
銀
理
論
、
資
本
利
子
の
理
論
に
對
す
る
計
量
經
濟
學
の
立
場
か
ら 

の
上
っ
の
理
論
的
武
器
と
众
る
も
の
と
考
ぇ
ら
れ
る
。

.

六
九

(

三
七
九)


